
 山口県中小企業団体中央会
中小企業・組合を応援します！～創業・連携・運営を支援～

特集 平成29年　年頭挨拶
■　景況動向

■　 「あらゆる危機を乗り切り、会社を存続させる戦略
づくりプロジェクト」事例発表会

■　プレゼンテーション（伝える力）のスキルアップセミナー

■　 全国中小企業団体中央会創立60周年記念式典・ 
記念祝賀会

■　 平成28年度補正「革新的ものづくり・商業・サービス
開発支援補助金」申請受付中！！
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2 山口県の中小企業 （2017年１月号）

年頭挨拶

年頭のご挨拶

山口県中小企業団体中央会　　
会　長　和　田　卓　也

　あけましておめでとうございます。
　平成29年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
　昨年を振り返りますと、県内景気は、基調として緩やかに回復している、
とされています。設備投資は、緩やかに増加し、生産は、堅調に推移して
おり、雇用・所得情勢をみると、労働需給は引き締まっており、雇用者所
得は緩やかに増加している。企業倒産は、落ち着いているが、先行きにつ
いては、海外情勢や為替・株価の動向などに注視する必要があるとされて
います。

　こうした中、私は、昨年11月、全国中央会創立60周年記念式典・記念祝賀会において、安倍首相に
面談し、「ものづくり補助金」をはじめ、中小企業支援について強く要望を行いました。安倍首相からは、「中
央会がそれぞれの地域でリーダーシップを発揮し、中小企業の活躍を支え、地域の活性化とわが国経
済の発展に貢献することを期待する」旨の言葉をいただき、改めて中央会としての使命を認識したと
ころです。
　さて、本会は、昨年、創立60周年を迎え、気持ちも新たに、役職員一丸となって、「元気で頼りに
なる中央会」を目指す決意を固めたところであり、その決意を具体的な形として示すため、本年４月
から新たな中期行動計画「アクションプラン2017」をスタートさせることにしております。このプラ
ンでは、これまでの取組みを更に充実・発展させ、きめ細かく会員の皆様に寄り添う支援を心がけて
まいる所存であり、県内唯一の中小企業連携組織支援機関としての中央会の役割を存分に果たしてま
いりたいと考えております。
　また、平成24年度の補正予算から継続実施され、これまで県内で約500社、事業費総額約100億円が
活用されている「ものづくり補助金」については、本年も引き続き本会が地域事務局を担います。本
補助金は、設備投資や試作開発等の支援を通じ、県内中小企業の成長・発展及び雇用の改善に大きく
寄与しており、本会としては、これまでの成果を踏まえ、地域活性化に資する本補助金の円滑かつ効
果的な事業の推進とフォローアップに取り組んでまいりますので、引き続きご支援、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
　この新しい年が、更なる飛躍の年となりますことを祈念いたしますとともに、会員の皆様を始め、
関係各位の益々のご繁栄とご多幸をお祈り申しあげ、年頭のご挨拶といたします。
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年頭挨拶

年頭知事挨拶

山口県知事　　　　　
村　岡　嗣　政

【はじめに】
　明けましておめでとうございます。
　すがすがしい新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げますとともに、
県民の皆様にとりまして、本年がより良い年となりますことを心からお祈
りいたします。
　今年は、県政運営の指針である「元気創出やまぐち！未来開拓チャレン
ジプラン」の最終年度を迎えます。これまでの取組によって、123に及ぶ
プランの数値目標には、順調な成果が得られつつあります。今後も、これ

らの目標の達成を図り、より高い水準を目指すとともに、県民誰もがはつらつと暮らせる「活力みな
ぎる山口県」の実現に全力で取り組んでまいります。
　また、明治改元から150年の節目が、いよいよ来年に迫りました。国においても、日本の近代化の
歩みを次の世代に残していくため、国を挙げた取組を推進することとされています。この「明治150年」
に向け、先人たちの志と行動力に改めて学び、現代が直面する人口減少問題などの困難に立ち向かっ
ていく力強い機運を、「明治維新胎動の地」である本県から盛り上げていきたいと考えています。

【雇用の創出、定着・還流・移住の推進】
　こうした中、本県の人口は、依然として、若い世代を中心とする社会減の流れに歯止めがかからず、
厳しい状況が続いています。若者等の県外流出を食い止め、県内にとどめていくためには、その受け
皿となる魅力ある雇用の場を創り出していかなければなりません。
　このため、本県の強みやＪＡＸＡをはじめとする政府関係機関の移転効果等を活かし、次世代産業
の育成や戦略的な企業誘致、意欲ある中堅・中小企業の成長支援などの取組を進めることにより、地
域産業の「稼ぐ力」をさらに高めてまいります。
　観光振興についても、今年は、ＪＲグループ等との連携による「幕末維新やまぐちデスティネーショ
ンキャンペーン」の実施を予定しており、「やまぐち幕末ＩＳＨＩＮ祭」や、「平成の薩長土肥連合」
などの広域連携の取組とも相俟って、明治150年を契機とする観光需要の一層の拡大を図ります。
　加えて、昨年は、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックをはじめ、県内においても、レ
ノファ山口のＪ２デビューや総合サイクルイベントの開催など、スポーツが大きな話題を集めました。
その盛り上がりを追い風にして、スポーツを通じた交流人口の拡大にも取り組んでまいります。
　また、国内外に向けた本県の売り込みも進んでいます。昨年は、首都圏への県産品の売り込み強化
や、台湾、香港、東南アジアでのトップセールスなどに取り組み、そうした中で、山口宇部空港と韓
国の仁川空港を結ぶ国際定期便の開設や、台湾とのチャーター便の運航を実現することができました。
今後も、更なる取組を進め、確かな成果に結び付けてまいります。
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年頭挨拶

　さらに、農林水産業の担い手の確保と法人経営体の育成を加速し、成長産業化を推進するとともに、
若者や女性の就業ニーズに応えるための環境整備や、創業等への支援も進めます。
　そして、こうして創出された雇用の場を活かし、大学や企業等と連携・協働しながら、若者の県内
定着やＵターン就職を進めるほか、全県を挙げて、幅広い世代を対象としたＵＪＩターン対策の強化
を図るなど、本県への新たな人の流れをしっかりと創り出してまいります。

【結婚・出産・子育て環境の整備】
　また、若い世代が希望を叶え、安心して結婚、妊娠・出産、子育てをすることのできるよう、「や
まぐち結婚応縁センター」による出会いから結婚までの一貫したサポートのほか、社会全体で子ども
や子育てを支える取組や、女性が安心して仕事と子育てを両立するための環境づくり、ワーク・ライ
フ・バランスの実現等に向けた「働き方改革」などを推進します。
　教育面では、全国一の設置率であるコミュニティ・スクールの活動を一層活発化させ、社会総がか
りによる「地域教育力日本一」の取組を充実するとともに、郷土への理解や誇りを育む教育などを通
じて、やまぐちの未来を担う子どもたちの育成に取り組みます。

【活力ある地域づくりの推進】
　さらに、人口減少社会にあっても、県民の皆様が住み慣れた地域で元気に暮らしていくことができ
るよう、中山間地域での「やまぐち元気生活圏」づくりを促進し、地域資源を活かした新たなビジネ
スづくりを拡充することなどにより、将来にわたって持続可能で安心して生活できる地域社会の形成
を進め、地域の活力を高めてまいります。

【安心・安全の確保】
　もとより、県づくりの推進に当たっては、県民の皆様の安心・安全を守ることが基本です。昨年は、
熊本地震をはじめ、台風10号による豪雨被害や鳥取県中部地震など、全国において大規模な自然災害
が多発しました。その実態等を踏まえながら、今後の災害発生に備え、防災・減災対策を強化すると
ともに、多様化・高度化する医療や福祉、介護への対応など、県民生活の安心・安全の確保にしっか
りと取り組んでまいります。

【今年の決意】
　今年の干支は「丁酉（ひのと・とり）」、動物で表すと「鶏」です。古来、鶏は、中国では仁や徳を
兼ね備えた吉運の象徴と言われています。これにあやかり、本県が吉運のもとで、直面する課題を「突破」
していくことができるよう、私は、市町や県民の皆様をはじめ、県内の幅広い主体と連携・協働しながら、「活
力みなぎる山口県」の実現に向けて邁進してまいりますので、皆様の御支援と御協力をよろしくお願
いします。
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年頭挨拶

中国経済産業局長　　
波　留　静　哉

　平成29年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　昨年４月に熊本地震、10月には鳥取県中部を震源とする地震が発生し、
甚大な被害が発生いたしました。被害に遭われた皆様に、心からお見舞い
を申し上げます。
　さて、我が国の経済は、雇用・所得環境の改善が続くなど緩やかな回復
基調が続く一方、海外経済の不確実性は高まっています。
　このような状況の中、政府は将来の成長に資する分野における「未来投
資」を実現するための取組を加速させるとともに、一億総活躍社会に向け

て「働き方改革」を強力に推進していくこととしています。
　経済産業省といたしましては、サービス産業等の生産性向上のためにInternet of Things(IoT)やロ
ボットの導入促進等を行ってまいります。さらに、「未来志向型の取引慣行」に向けて、サプライチェー
ン全体での取引適正化等への取組を進め、中小企業等の「稼ぐ力」の確立を目指します。
　中国経済産業局といたしましては、以下の３つの分野を重点的に取り組んでまいります。
　第１に、地域産業の競争力強化や地域の新産業の創出を推進します。
　中国地域の強みであるものづくり分野で地域を牽引する中核企業の事業展開を支援し、地域産業の
競争力強化を図ってまいります。また、観光関連産業やスポーツ関連産業等、地域経済への波及効果
が高い新たな産業の創出も行ってまいります。
　第２に、地域産業の支えとなる中小企業・小規模事業者の生産性向上、経営力の強化を支援します。
　中小企業・小規模事業者の「経営力向上計画」の認定等を通して、サービス産業等の生産性向上を
支援するとともに、事業承継を支援する体制を強化してまいります。
　第３に、エネルギーミックスの実現や電力・ガスの適正な取引環境の整備に取り組みます。
　見直しが行われた固定価格買取制度（FIT）の適切な運用を図り、再生可能エネルギーの拡大に取
り組んでまいります。
　また、本年４月に小売全面自由化が実施されるガスや電力の適正な取引環境の整備を進めてまいり
ます。
　これらの取組につきまして、当局職員が現場に出向き、産学金官あらゆる分野の皆様と連携を取り
ながら、着実に進めてまいります。
　最後になりましたが、年頭にあたり、新しい年が皆様にとって飛躍の年となるよう祈念いたします
とともに、経済産業行政へのさらなる御支援と御協力をお願いいたしまして、新年の御挨拶とさせて
いただきます。

未来へはばたく中国地域
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年頭挨拶

年頭に当たって

全国中小企業団体中央会　　
会　長　大　村　功　作

　明けましておめでとうございます。平成29年の年頭に当たり、謹んで新
年のご挨拶を申し上げます。
　平成28年を振り返りますと、英国のＥＵ離脱表明、米国のトランプ氏の
大統領戦の勝利など様々な事象による国際経済の不透明感が増す中、国内
では、少子高齢化・人口減少による国内市場の縮小と実需全体の収縮や、
熊本、鳥取、福島での相次ぐ地震、北海道や東北地方を襲った台風・豪雨
による天災などもあり、多くの中小・小規模事業者は、非常に厳しい経営
を余儀なくされ、景気回復の実感が得られない年でした。

　他方、中小企業等経営強化法の施行、消費税法の改正による引上げの実施時期と複数税率制度導入
の延期、ＴＰＰ協定整備法の成立、ＩｏＴやＡＩをはじめとするデジタル化など、中小・小規模事業
者を取り巻く環境は、想像を超える速さで変革しています。
　政府は、「ニッポン一億総活躍社会」を閣議決定し、安倍総理の強いリーダーシップの下、「働き方
改革実現会議」等において、同一労働同一賃金などの非正規雇用の処遇改善、賃金引上げと労働生産
性の向上、長時間労働の是正、転職・再就職支援、人材育成などの改革に取り組んでいますが、私も
同会議のメンバーとして意見を申し上げてきたところです。人手不足が深刻化していますが、元気な
中小・小規模事業者は、多様な人材を育成し、活用していることを実感しています。
　こうした中、昨年10月19日に石川県金沢市のいしかわ総合スポーツセンターで開催した第68回中小
企業団体全国大会では、組合の力に改めて意識を集中し、中小企業の生産性向上の底上げと、本業の
稼ぐ力の強化に向けて全力で取り組むことを確認いたしました。また、11月29日には、安倍総理をは
じめ多数の来賓をお迎えし、創立60周年記念式典を開催することができました。人間で言えば「還暦」
であり、平成29年は、新たなスタートを切るつもりで、諸課題の解決に全力で取り組んで参ります。
　まずは、組合の付加価値拡大への支援です。「ありきたり」の組合活動では価値はありません。組
合の先（組合員）の先（顧客）の先にあるニーズを把握して、組合ならではのサービスの提供を図っ
ていくことが大事です。また、組合事務局の事業承継も急務と考えています。地域社会との連携＝絆
を深め、地域の経済を支え、挑戦する中央会としての存在感を高めていきます。
　本年が、中小企業組合と中小・小規模事業者にとって充実した１年となりますことを心よりご祈念
申し上げまして、年頭に当たってのご挨拶とさせていただきます。

　　平成29年元旦
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新年のご挨拶

山口県電気工事工業組合
理 事 長　　前　村　隆　規

技術・安全・信頼をモットーに！

 役　　　員

岩国支部　　濱田　敎保　　　　宇部支部　　松本　洋雄

徳山支部　　田所　宏章　　　　下関支部　　和田　康孝

防府支部　　古谷　伸一　　　　長門支部　　磯野　謙治

山口支部　　入交　知則　　　　萩 支 部　　原田　利正

〒753-0074　山口市中央２丁目４番5号　山口中企ビル　３Ｆ
TEL 083-921-0885　　FAX 083-921-0955

副理事長　　城　　　英　明（柳井支部）

協同組合 柳井総合卸センター
理事長　西海　俊夫　　副理事長　幡田　光明　　大野　倍代

〒742‒0021　山口県柳井市柳井1574番地22　TEL 0820‒22‒3531　FAX 0820‒22‒1484

有 限 会 社　 大 石 商 店

有限会社　大野屋商店

株 式 会 社　 オ ガ ワ

カワノ工業　株式会社

木 山 繊 維　 株 式 会 社

株 式 会 社　 九　　 動

株式会社　グッドライフ

周 東 酒 販　 株 式 会 社

株 式 会 社　 嶋 屋 商 会

周 防 食 糧　 株 式 会 社

立 川 蒲 鉾 店

田 中 商 事　 株 式 会 社

中四国ソルト　株式会社

株 式 会 社　 土 網 商 店

西日本液化ガス　株式会社

株 式 会 社　 友 松 商 店

株 式 会 社　 幡 田 商 店

株 式 会 社　 弘 中 商 店

有 限 会 社　 三　　 友

株式会社　柳井魚市場

山口合同ガス　株式会社

有 限 会 社　 山　　 中

初春のお喜びを申し上げます
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新年のご挨拶

下松陸上運送業協同組合

〒744‒0022　下松市大字末武下字西市沖680‒21
☎ 0833‒41‒5011　Fax 0833‒44‒2052

で結ぶ全国安全輸送をモットーに

㈱井上運送店　　㈱金近回漕店　　下松運輸㈱　　㈱西脇運送店

野田重工運輸倉庫㈱　長谷川産業㈱　㈱サンキュウトランスポート中国

組合員企業

理 事 長　　田　中　　　豊
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新年のご挨拶

ユー・アイ・ケイ協同組合
☆ 人的交流を通し国際貢献 ☆

〒759‒0134　宇部市大字善和203番地249 TEL 0836‒62‒5555
E-mail：u-i-k@lake.ocn.ne.jp FAX 0836‒62‒5556
URL http://www.e-jaro.jp/uik/

外国人技能実習生受入組合

代表理事　西　山　一　夫

〒754-0002　山口市小郡下郷2314番地１
TEL 083－973－0051　　http://www.y-riyo.net

理事長　吉　永　和　義
山口県理容生活衛生同業組合

新年のお慶びを申し上げます
「こども 110 番の店」「訪問理容サービス」
組合店は安全で衛生的な確かな技術を提供します

お客様の安全
安心を約束する
Ｓ マ ー ク

協同組合下関造園クラブ
みどりのプロ集団

〒752‒0933　下関市長府松小田本町８番31号
　　　TEL 083‒250‒5231
　　　FAX 083‒250‒5232

山口県菓子工業組合
理事長　小熊坂　孝　司

〒754-0002　山口市小郡下郷1223-2
TEL 083-976-8002　　FAX 083-976-8003
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新年のご挨拶

うずしお母さんの店
企業組合

鯛寿司・弁当・惣菜予約承り中!!
◆営業時間 9：00～14：00◆

TEL（0820）45-3353
住所／柳井市大畠977　定休日／月曜日

物流はネットワークの時代
あらゆる輸送ニーズにお応えします

防府流通センター協同組合

代表理事　喜多村　誠

〒747-0833
山口県防府市浜方473番地14
TEL 0835-23-9976
FAX 0835-23-9979

防 府 通 運  株 式 会 社
周 防 運 輸  株 式 会 社
株 式 会 社 馬 場 回 漕 店
防 府 合 同 運 送 株 式 会 社
千 代 田 運 輸 株 式 会 社
防 府 貨 物 運 送 株 式 会 社
防 石 陸 運  株 式 会 社

【出資組合員企業】

宇部工業グループ事業協同組合
代表理事　河　野　光　伸

〒759‒0295                       
宇部市大字妻崎開作874番地の１
☎ 0836‒41‒8448　FAX 0836‒41‒2852

山口県室内装飾事業協同組合
理事長　古　野　訓　章

〒744‒0004　下松市青柳一丁目３番１号
☎ 0833‒44‒4886　FAX 0833‒44‒0130

http://hot-info.axis.or.jp/
E-mail　yama35naisou@diary.ocn.ne.jp

官公需適格組合
TORI  KAERU 室内装飾・リフォームなどご相談下さい
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新年のご挨拶

代表取締役　黒 神 充 久

〒753-0214　山口市大内御堀3777－2
TEL：083-941-0300　FAX：083-941-0400
ＨＰ：www.njkcorp.jp

山口県中小企業団体中央会　会員のみなさまへ
日本政策金融公庫　国民生活事業は、中小企業・小規模事業者のみなさまのための政策金融機関です。

★代表的な融資制度のご紹介★

普通貸付
ほとんどの業種の方の運転資金・
設備資金に

【企業活力強化貸付】
企業活力強化資金

卸売業、小売業、飲食サービス業、
サービス業等を営む方の設備投資に

【企業活力強化貸付】
ＩＴ資金

情報化への設備投資に

お問い合わせは、山口県内各支店まで
山口支店 TEL 083-922-3660　下関支店 TEL 083-222-6225
徳山支店 TEL 0834-21-3455　岩国支店 TEL 0827-22-6265

山口県左官業協同組合
理事長　下　野　賢　一

〒740-0016　山口県岩国市三笠町二丁目４番45号
　　　　　  下野工業㈱内
　　　　　　　TEL 0827-29-3180
　　　　　　　FAX 0827-29-3181
http://www.yamaguchisakan.com/

塗り壁で健康一番 いきいき家族
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新年のご挨拶
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新年のご挨拶
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業種別の景況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →
窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →

輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →

運 輸 業 →

そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　11月の業種別景況の前月比ＤＩ値は、14業種

の内で４業種が好転、前月同等が８業種、悪化

が２業種で、全体の景況感も若干好転している。

　一般機器や輸送機器の受注が比較的に堅調で

あるほか、季節の受注も若干伸び売上が増加し

ているとの報告もみられるが、人員・人材不足

が続いており収益に影響があるとの報告もあ

り、県内中小企業の景況感は、先行きが読み難

い状況となっている。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

平成28年11月期
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景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品
○　12月は繁忙期であるが、営業時間が早朝から夜までで土日の無い公共交通機関売店の
販売員のアルバイトの応募が特に少ない。 （パン・菓子製造業）

○　対前年同月比▲19％の大幅ダウン。大河ドラマ効果の反動による売上の減少が依然と続
いている。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　主力販売取引先の受注増加で来年４月末まで受注量がある。 （下着類製造業）
○　11月中旬くらいから店頭の売れ行きが悪く、納入先からの受注が減少している模様。現
在の仕事はあるが来年は厳しそうである。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　前年と変わらず推移している。 （山口市）
○　秋の需要と公共工事の受注により、操業度・取扱高ともに上昇傾向。 （下関市）

印 刷 ○　12月はチラシ印刷の繁忙期だが、11月末時点でたくさんの受注がある。 （下関市）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　昨年に比べて一気に出荷量が減少。来年まで続くと思われる。 （砕石製造業）
○　出荷量は、前月比104％、前年同月比83％。 （生コンクリート製造業）
○　今年はうるう年で石材業界には厳しい年となったが、若干ではあるが来年の仕事依頼が
入ってきている。 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　金型関係は順調で、海外工事関係は受注が回復してきている。組合全体としても受注が
若干伸びてきている。 （防府市）

○　機械検査、機械加工関係の下請企業の受注状況は安定している。自動車、造船関係は
好調で残業も多い。引き続き溶接関係の人材確保が困難。 （宇部市）

○　金型生産設備の操業度は10月に比べ上昇し12月納期分を残業で対応。現時点で、来年
３月末までの受注は確保できている。成形製品の生産設備稼働率、受注状況ともに昨年同
時期よりは増加傾向にある。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器
○　生産は、鉄道車両部門が長期生産計画に基づき順調、精密加工部門が前年並みの作業
高で推移、プラント部門の受注が伸び悩み。 （鉄道車両・同部品製造業）

○　人員・人材不足が続いている。 （船舶製造・修理業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　売上高は前年同月比▲14.7％。お正月用のお節関連が増加しているが、他海産物の入
庫が少ない。経費節減に努めている。 （乾物卸売業）

○　後半から気温が下がり、冬の商品の売上が増加。 （各種商品卸売業）

小 売 業

○　化粧品業界の売上は前年割れのお店が多く、業界の全国的な問題は専門店の減少と後
継者問題。山口県は比較的に若い後継者が多いが店舗数は減少しており、現経営者は利
益が出ないため継がせたくない模様である。 （化粧品小売業）

○　売上は前年同月比でプラスマイナスゼロのほぼ同額。中心商店街への人出も相変らず少
なく、特に冬物の衣料が売上不振の様子である。 （各種商品小売業）

商 店 街 ○　衣料品店の売上増加、生鮮野菜は値段の上下があり価格の設定が難しい模様。他業種
は売上が上がらない状態で、年末の仕入見込みが難しい。 （萩市）

サービス業
○　人手不足が続き、賃金を上げていかないと人が確保できない。 （スイミング）
○　低価格のアウターの使い捨て傾向が強い状況が続いているようで、例年に比べ冬物の駆
け込み需要は減っている。 （普通洗濯業）

建 設 業

○　年末・年度末の工事量もそれ程多くはないと予想される。 忙しい事業所もあるが、それ
は雇用している技能者が減っているためである。技能者をあまり必要としない工法を採用す
る仕様が増えている。 （左官業）

○　受注分の工事を順調に行っているが、相変わらず人員不足となっており人がいない分と
ても忙しい。ガソリンは少しずつ上がって来ている。 （管工事業）

○　受注高は、対前年同月比13％。年度の累計は対前年比76％。 （土木工事業）

運 輸 業

○　鉄鋼素材の中近距離輸送は順調に推移、長距離輸送はやや下向、輸出関連は横ばいと
なり、差引プラマイゼロ。ドライバー不足による収益への影響は少なからずあり、経営は
依然として厳しい。 （一般貨物自動車運送業）

○　当日申込みの観光タクシーは年毎に減っている模様。通常の配車についても得意先が高
齢になるとともに減っている。 （一般旅客自動車運送業）

そ の 他 ○　安定した取引が続いている。 （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成28年11月期
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組合等ニュース紹介

　12月９日㈮、セントコア山口において「あらゆる
危機を乗り切り、会社を存続させる戦略づくりプロ
ジェクト」事例発表会を開催しました。本会では「BCP
（事業継続計画）は企業の災害対策に留まらず、激
しく変化する経営環境の変化に対応するための備え
であるべき」との認識から、昨年度から本プロジェ
クトを開始しており、今回は、本年度のプロジェク
トで策定された６社から取組み事例の発表をしてい
ただきました。
　また、リスク対策.comの中澤編集長より４月に
発生した熊本地震における企業の具体的な対応事例
の紹介もあり発表者からは、「今回発表した内容は
BCPの骨格部分の実行計画であり今後いかに落とし
込んで実行していくかが勝負となる。」といった声
が聞かれました。

BCP策定６社が事例を発表

人材の紹介や、雇用調整対象者に
再就職の支援をしています

人材が必要な企業の皆様
　採用に当たっての要望をお聞きして、きめ細かな対応に努めています。

雇用調整を検討されている企業の皆様
　全国ネットを活用して、収集した情報を提供し、個別相談やアドバイスを行い、退職を余儀
なくされる従業員の方に、次の職場を紹介します。また移動が有利になるよう資格取得の制度
も有ります。ご相談ください。
　負荷不足に対して、一時的な回避手段として「在籍出向」も斡旋します。

(公財）産業雇用安定センターは、経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益財団法人で
全国ネットでサポートしています、費用はかかりません。　お気軽にご連絡ください。

公益財団法人
産業雇用安定センター山口事務所

ナガオビル
４階

〒754-0014　山口市小郡高砂町３-26　ナガオビル４階
TEL（083）973-8071　　FAX（083）974-5135
TEL (083）973-5136
最新の情報はインターネットで

　本会では、12月14日㈬、下関春帆楼本店において
人前でプレゼンテーションを行う時に、どのように
話せば伝えたいことが伝わるか、そのコツを習得す
るセミナーを開催しました。講師のcoco-emi代表
小林洋子氏から、テレビ番組とプレゼンの関係やプ
レゼンの構成、理解して貰うための話し方、大勢の
前で話すときの目線、緊張を和らげる方法について
お話があった後、実際に、参加者自身の仕事や会社、
商品等を紹介する為のプレゼンの形を作り上げてい
きました。
　セミナーの終盤では、このセミナー内で作り上げ
たプレゼンを数名の方に披露して貰い、それぞれ、
組合の加入促進やある商品につい
てプレゼンするなど、今回のセミ
ナーで学んだポイントを踏まえた
プレゼンを披露されておりました。
　参加者からは、「プレゼンも練
習することが大
事」や「今日学
んだことを今後
のプレゼンに活
かしていきたい」
といった声が聞
かれました。

「プレゼンテーション（伝える力）の
 スキルアップセミナー」
～コツがわかればプレゼンが変わる！～

実際にプレゼンを
披露する参加者

産業雇用
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　11月29日㈫、全国中央会の「創立60周年記
念式典・記念祝賀会」が、ＡＮＡインターコン
チネンタルホテル東京（東京都港区）において
開催されました。
　記念式典では、松村祥史経済産業副大臣、
宮本聡中小企業庁長官ほか多数のご臨席とご祝
辞があり、表彰式では、中小企業団体中央会の
発展に多大な功績のあった方々への表彰が行わ
れ、山口県からは３名が表彰を受けました。

【経済産業大臣表彰】
　山口県中央会副会長
　　下関鋳造鉄工協同組合
　　　理事長　岡　本　博　之　様

【中小企業庁長官表彰】
　山口県中央会理事
　　防府流通センター協同組合
　　　理事長　喜多村　　　誠　様
　　吉見安岡蒲鉾協同組合
　　　理事長　奥　野　　　丞　様

お知らせ

全国中小企業団体中央会
創立60周年記念式典・記念祝賀会

第４次産業革命型 補助率：2/3　　補助上限額：3,000万円　設備投資：必要
一般型 補助率：2/3　　補助上限額：1,000万円　設備投資：必要

小規模型
補助率：2/3　　補助上限額：1,500万円　設備投資のみ　設備投資：必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　試作開発等　　設備投資：可能

平成28年度補正「革新的ものづくり・商業・
 サービス開発支援補助金」申請受付中！！
中小企業・小規模事業者が取り組む、経営力向上に資する革新的サービス開発・試作品
開発・生産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援します。

【採択公表】　平成29年３月中を予定

【お問い合わせ・申請書提出先】

　山口県地域事務局　山口県中小企業団体中央会

　〒753‒0074　山口市中央５丁目２番34号　セントラルビル２F

　TEL 083-902-2580　FAX 083-902-2581

＊詳細については、公募要領をよくご覧ください。
　http://axis.or.jp/info/8533.htmlよりダウンロードできます。

喜多村　誠　様　岡本　博之　様

【申請締切】
平成29年

1月17日㈫
＊当日消印有効



きらり★　
人材レター
きらり★　
人材レター

山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号
　　　　　　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/

印刷製本　株式会社 桜プリント社

　私たちは、前身の府谷農産物加工組合の時から、府谷地区で生産される

農産物を活かして、安心安全で美味しいものを、多くの方に食べて頂きた

いという思いで活動しています。

　企業組合として法人化し１年が経ちましたが、引き続き「良い食材」への

強いこだわりを持ちつつ、仕出し弁当、味噌、押し寿司、豆腐等を生産する

と共に、新たな加工品の開発を通じて販売先を拡げていきたいと考えてお

ります。

☆企業組合ふのたに手づくり工房
　岩国市錦町府谷2498番地１
　☎ 0827‒72‒3377

2017Jan

企業組合ふのたに手づくり工房のみなさん


